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第三者割当による新株予約権の発行中止に係る和解に関するお知らせ 

 

 当社は、平成22年 12月８日付にて開示いたしました当社第三者割当による新株予約権

の発行中止に係る事案（以下、「本件事案」という。）について、本件新株予約権の割当予

定先として当社が発表した Sun Hung Kai Investment Services Limited（以下、「SHKIS

社」という。）との間で本件事案に係る和解することに合意し、平成23年６月22日開催の

当社取締役会において、「SETTLEMENT AGREEMENT（和解合意書）」の締結について決議いた

しましたので、お知らせいたします。 

  

記 

 

１．和解に至るまでの経緯 

当社は、平成 22 年 12 月８日付にて「第三者割当による新株予約権の発行中止に

関するお知らせ」を開示して以降、当社代理人弁護士に対して本件事案の発生の経

緯に係る事実関係及び当社主張・見解を当社の代理人弁護士に詳細に渡って説明し

対応を協議した上で、当社代理人弁護士を介して SHKIS 社代理人弁護士との間で本

件事案について慎重に協議を行ってまいりました。 

 

当社といたしましては、以下のとおり、当社代理人弁護士を通じて、SHKIS社並び

に窓口担当者(以下、「窓口担当者」という。)に明確に責任がある旨の主張を行って

おりました。 

（ａ）平成23年 12月３日時点でSHKIS 社が発出したレターを、平成22年 12月６

日付で当社が受領するまでの間は、窓口担当者は SHKIS 社の従業員であり、

平成 22年９月 30日付の当社及び窓口担当社との面談において、窓口担当者

自身から SHKIS 社における日本市場のファイナンス責任者である旨の説明を

受けていた。 

（ｂ）当社は、平成22年 11月 26日付にてSHKIS社を割当予定先とした本件新株予

約権の発行に係る取締役会決議に先立って、窓口担当者と当社との間の口頭

による合意及び書面による意向表明の受領が行われていた。また、SHKIS 社

との間の正式な引受契約は、監督官庁による当該ファイナンスに係る承認に

基づく効力発生後に行うことを窓口担当者には伝えていた。 

 



 

 

それに対して、SHKIS社といたしましては、以下のとおり、SHKIS社代理人弁護士

を通じて、SHKIS社としての一切の責任はない旨の回答を行ってまいりました。 

（ａ）窓口担当者は SHKIS 社の経営者の一員であったことはなく、SHKIS 社を代表

していかなる合意を締結する権限を有していない。また、SHKIS 社は窓口担

当者の当社代表者との取引について、事前の認識及び承諾をしていない。 

（ｂ）本件新株予約権の引受についての窓口担当者による何らかの口頭の合意があ

ったことを示す証拠はない。また反対に、SHKIS 社は、今回の件につき調査

の結果、窓口担当者の交渉における全ての表明及び条項は正式契約の締結に

よる合意によらねばならないとの旨の窓口担当者から当社に対する通知が出

ていたことを確認している。 

（ｃ）SHKIS 社としては、窓口担当者と当社との間で面談の上で議論した可能性が

あることについては争うつもりはないが、正式契約の締結等の書面による拘

束力のある合意がなく、また当該合意に係る証憑を取得しないまま当社が適

時開示を行ったことについて強く問題とするものである。 

（ｄ）上記の他、SHKIS社は、当社が 2011年 2月 28日までに行った上場証券取
引所に対する報告書並びに市場に対する発表（適時開示等）に含まれる、

SHKIS社と当社の間で、本件新株予約権の引受について合意に達したとする
当社の主張を含むいかなる記載についても、事実として認めるものではない。 

 

本件事案の解決に向け、双方の代理人弁護士を介した協議を継続した結果、本件

事案の発生については、窓口責任者と当社との間の本件新株予約権の引受けに係る

事務手続きにおける、ビジネス慣例や慣習及び意思伝達における理解の相違等によ

って引き起こされたものであるとの認識にて合意いたしました。 
この当事者間の合意に基づき、この度、SHKIS社並びに当社との間で合理的な範囲

にて和解条件の合意に達したため、SHKIS社と当社の間で「SETTLEMET AGREEMENT（和

解合意書）」を締結することとなり、平成23年６月22日開催の当社取締役会でその

旨を決議いたしました。 

 

２．和解の内容 

SHKIS社及び当社との間で締結した、当該「SETTLEMET AGREEMENT（和解合意書）」

の和解条項に基づき、公表できる範囲は以下のとおりとなります。 

当該「SETTLEMET AGREEMENT（和解合意書）」において、窓口担当者が本件事案に

かかる個人的責任を取ることに合意し、SHKIS社並びに当社の間で包括的な和解を行

うために（但し SHKIS 社及び窓口担当者における一切の責任は認めないという前提

により）相応の金額を当社に支払うことで、当社が SHKIS 社及び窓口担当者に対し

て有しているクレームに関する一切の権利を放棄するとの内容にて、合意いたしま

した。 

 

３．業績に与える影響 

本和解により当期の当社の業績に与える影響は軽微であります。 
 

以上 


